
 

港湾法施行令の一部を改正する政令案に関する意見募集の結果について 

令和７年１０月１７日 

国土交通省港湾局 

 

国土交通省では、令和７年８月１２日（火）から９月１１日（木）まで、港湾法施行令の

一部を改正する政令案に関する意見の募集を行いました。  

その結果、本件に関して、１件の御意見が寄せられました。  

お寄せいただいたご意見の概要とそれに対する国土交通省の考え方を別紙のとおりまとめ

ましたので公表いたします。  

皆様の御協力に深く御礼申し上げるとともに、今後とも国土交通行政の推進に御協力いた

だきますよう、よろしくお願い申し上げます。  

 

１．実施方法  

①募集期間：令和７年８月１２日(火)～令和７年９月１１日（木)  

②周知方法：電子政府の総合窓口（e-Gov） 

③意見提出方法：電子政府の総合窓口（e-Gov）、電子メール、FAX及び郵送  

 

２．意見数  

提出意見数１件（提出者数１名）  

 

３．お問い合わせ先  

国土交通省港湾局海岸・防災課 意見募集担当 

電話番号 ０３－５２５３－８６８９ 

  



 

（別紙） 

 

御意見の概要及び国土交通省の考え方 

 

御意見の概要 国土交通省の考え方 

場所を変えても問題ないのですか。 中部国際空港沖における緊急確保航路の

区域変更につきましては、名古屋港土砂処分

場の建設に伴い、航路標識である灯浮標を移

設することから、平時の船舶の航行範囲を変

更することに伴うものです。非常災害が発生

した際に船舶の交通を確保するべき水域で

ある緊急確保航路の区域は、平時の船舶の航

行範囲を踏まえて設定されております。その

ため、緊急確保航路の区域を変更すること

は、問題はないと考えております。 

また、衣浦港沖における不動標の緯度・経

度の変更につきましては、衣浦港内の中央航

路の拡幅工事に伴い、既存の防波堤の一部を

撤去することとなり、あわせて防波堤上にあ

る灯台を施設することに伴うものです。当該

灯台は伊勢湾に係る緊急確保航路の標点を

示す際の基点となる不動標として用いてい

ることから、現在の区域を維持するため、当

該灯台の緯度・経度の変更及びこれを基点と

している標点の角度・距離の変更を行う必要

があります。以上のことから、不動標の緯度・

経度の変更及びこれを基点としている標点

の角度・距離の変更についても、問題はない

と考えております。 

 

 


